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台 風 11号 及 び 8月 16日 か ら の 大 雨 に よ り 、現 在 、県 下 の 農 作 物 に 対 し て も 大 き
な 被 害 が 生 じ て い ま す 。  

ま た 、 下 記 の と お り ８ 月 13日 に 神 戸 地 方 気 象 台 か ら 「 日 照 不 足 と 長 雨 に 関 す
る 兵 庫 県 気 象 情 報  第 １ 号 」 が 発 表 さ れ ま し た が 、 今 後 10日 間 程 度 は 曇 り や 雨
の 日 が 多 く 日 照 時 間 が 少 な い と 予 想 さ れ て い る こ と か ら 、 水 稲 や 黒 大 豆 等 に つ
い て も 登 熟 不 良 が 懸 念 さ れ ま す 。  
 今 後 、 台 風 シ ー ズ ン を 迎 え る に あ た り 、 市 町 、 Ｊ Ａ 等 を 通 じ て 生 産 者 に 迅 速
か つ 幅 広 い 注 意 喚 起 を お 願 い し ま す 。  

 
記  

 
１  日 照 不 足 と 長 雨 に 関 す る 兵 庫 県 気 象 情 報  第 １ 号  

（ 平 成 26 年 ８ 月 13 日 14 時 20 分 神 戸 地 方 気 象 台 発 表 ）  
 

 兵 庫 県 で は 、８ 月 １ 日 頃 か ら 、台 風 や 南 か ら の 湿 っ た 気 流 の 影 響 で 、曇 り や
雨 の 日 が 多 く 、日 照 時 間 が 少 な く 、降 水 量 の 多 い 状 態 が 続 い て い ま す 。 今 後
１ ０ 日 間 程 度 は 、太 平 洋 高 気 圧 の 張 り 出 し が 弱 く 、南 か ら の 湿 っ た 気 流 の 影 響
を 受 け や す い 状 態 が 続 く た め 、 曇 り や 雨 の 日 が 多 く な る 見 込 み で す 。  

農 作 物 の 管 理 等 に 十 分 注 意 し て く だ さ い 。  
 
（ １ ） 日 照 時 間 （ ８ 月 １ 日 か ら ８ 月 １ ２ 日 ま で ） （ 速 報 値 ）  

 （ 気 象 官 署 及 び 特 別 地 域 気 象 観 測 所 ）  
都 市 名  日 照 時 間 （ ｈ ） 平 年 比 （ ％ ）  
豊 岡  ２ ０ ． ６  ２ ６  
姫 路  １ ７ ． ８  ２ １  
神 戸  ２ ８ ． ６  ３ ３  
洲 本  ２ １ ． １  ２ ３  

 
（ ２ ） 降 水 量 （ ８ 月 １ 日 か ら ８ 月 １ ２ 日 ま で ） （ 速 報 値 ）  

 （ 気 象 官 署 及 び 特 別 地 域 気 象 観 測 所 ）  
都 市 名  降 水 量 （ ミ リ ）  平 年 比 （ ％ ）  
豊 岡  １ ６ ９ ． ０  ４ １ ４  
姫 路  ２ ０ ３ ． ０  ５ ８ ０  
神 戸  ３ １ ３ ． ５  ９ ６ ２  
洲 本  ５ １ ２ ． ０  １ １ ８ ８  

 
 

 
 
 
 



 

２  農 作 物 等 の 台 風 襲 来 等 に 対 す る 備 え と 事 後 対 策 の 徹 底 に つ い て  
作 物 別 の 技 術 対 策 を 下 記 の と お り 取 り ま と め た の で 、生 産 者 や 生 産 者 団 体 等

へ の 技 術 指 導 の 参 考 に す る と と も に 、被 害 が 最 小 限 に 抑 え ら れ る よ う 適 切 な 対
応 を 図 ら れ た い 。  

 
２ － １ 共 通 事 項  
（ １ ）  事 故 防 止 の 観 点 か ら 、台 風 通 過 後 に お け る ほ 場 の 見 廻 り 等 に つ い て は 、

気 象 情 報 を 十 分 に 確 認 し 、 大 雨 や 強 風 が 収 ま っ て か ら 行 う 。  
（ ２ ）  局 地 的 な 大 雨 が 予 想 さ れ る 地 域 に お い て は 、 ほ 場 の 冠 浸 水 の お そ れ が

あ る こ と か ら 、 速 や か な 排 水 対 策 を 実 施 し こ れ ま で 冠 浸 水 し た こ と の あ
る ほ 場 や 地 域 に つ い て は 、 重 点 的 に 実 施 す る 。  

（ ３ ）  台 風 通 過 後 の 対 策 と し て 、 冠 水 し て 葉 が 泥 で 汚 染 し た 場 合 に は 速 や か
に 洗 い 流 し 、 適 時 適 切 な 防 除 を 行 う 。 特 に 、 病 害 虫 防 除 所 か ら 発 表 さ れ
る 発 生 予 察 情 報 に 基 づ き 適 期 防 除 に 努 め る 。  

 
２ － ２ 水 稲 ・ 豆 類  
（ １ ） 事 前 対 策  

１ ） 水 稲  
ア   事 前 に 排 水 路 の 詰 ま り 等 の 点 検 ・ 補 修 を 行 い 、 冠 浸 水 時 の 速 や か な

排 水 に 備 え る 。  
イ   出 穂 が 近 い 品 種 は 特 に 注 意 し 、 湛 水 に 努 め る 。  

２ ） 大 豆  
ア   事 前 に 排 水 路 の 詰 ま り 等 の 点 検・補 修 を 行 い 、表 面 排 水 を 図 る た め 、

明 き ょ 等 排 水 溝 は 水 尻 に つ な げ る 。  
 
（ ２ ） 事 後 対 策  

１ ） 水 稲  
ア   冠 浸 水 被 害 を 受 け た ほ 場 は 速 や か な 排 水 に 努 め 、 通 常 の 水 深 ま で 水

を 落 と す 。 少 な く と も 葉 先 や 穂 先 だ け で も 水 面 に 出 す よ う 努 め る 。  
イ  冠浸 水被害を受けた稲体は水分調節、肥料吸収等の機能が低下しているこ

とから、田面の過度な乾燥に注意する。また、生育遅延や根腐れ、白 葉 枯
病 や 枝 梗 い も ち 等 病害虫の発生動向に注意し、適切な水管理や防除を行う。 

ウ   台風 通 過 直 後 の フ ェ ー ン 現 象 の 発 生 に よ り 稲 体 の 水 分 含 有 率 が 低 下
し 、 白 穂 の 発 生 等 が 懸 念 さ れ る 場 合 に は 、 通 水 に よ る 水 分 補 給 に よ り
稲 体 の 活 力 保 持 に 努 め る 。  

エ   収 穫 直 前 の 地 域 に お い て 、 稲 体 の 倒 伏 や 穂 発 芽 の 発 生 な ど に よ り 品
質 の 低 下 が 懸 念 さ れ る 場 合 に は 、 可 能 な 限 り 速 や か に 収 穫 作 業 を 開 始
す る と と も に 、 被 害 籾 に つ い て は 、 仕 分 け を 行 い 、 乾 燥 、 調 製 作 業 を
実 施 す る 。  

   
２ ） 大 豆  
ア 浸水や冠 水 等を受けたほ場においては、排 水 溝 を さ ら え て 速 や か な 排 水

に 努 め る 。 
イ 浸水や冠水等を受けたほ場では、生 育 遅 延 や 根 腐 れ を 引 き 起 こ し 、病 害

虫 に 対 す る 抵 抗 性 が 弱 ま る こ と や 、風 に よ り 莢 が 損 傷 し た 場 合 や 倒 伏 し
た 場 合 に 、傷 口 か ら の 病 原 菌 の 侵 入 に よ り カ ビ 粒 、腐 敗 粒 、紫 斑 粒 の 発
生 が 懸 念 さ れ る こ と な ど か ら 、病 害 虫 の 発 生 動 向 に 注 意 し 、適 切 な 防 除
を 行 う 。  

 
２ － ３ 野 菜  
（ １ ） 事 前 対 策  

１ ） 露 地 野 菜  
ア   排 水 溝 を 再 点 検 す る 。 特 に 排 水 溝 周 辺 の 草 刈 り 及 び 刈 草 等 の 除 去 を

行 い 、 ス ム ー ス に 排 水 が で き る よ う に す る 。  
イ   播 種 直 後 の 葉 菜 類 な ど 草 丈 の 低 い も の は 、 台 風 に よ る 風 害 ・ 潮 風 害

の 恐 れ が あ る 場 合 は 、べ た が け 資 材 の 利 用 等 に よ り 被 害 回 避 に 努 め る 。



 

（ 台 風 通 過 後 は そ の 日 の 夕 方 に 除 去 す る 。 ）  
   ２ ） 施 設 野 菜  

ア   施 設 周 辺 に 飛 散 し そ う な 物 が 無 い か 、 十 分 に 確 認 し 、 ガ ラ ス や ビ ニ
ー ル 等 被 覆 資 材 を 破 損 し な い よ う に 注 意 す る 。  

イ   ビ ニ ー ル ハ ウ ス 等 で は 穴 の 補 修 を 行 い 、 マ イ カ ー 線 の 増 し 締 め や 押
さ え の ラ セ ン 杭 、 鉄 筋 な ど の 緩 み 等 を 再 点 検 す る 。  

ウ   天 窓 部 分 に つ い て は 最 も 外 れ や す い た め 、 し っ か り 固 定 し て お く 。     
側 部 の 被 覆 資 材 が 巻 き 上 げ 装 置 に よ り 開 閉 で き る も の に つ い て は 、 装
置 を 固 定 す る 。  

エ   ビ ニ ー ル ハ ウ ス の つ ま 部 分 に 補 強 の 直 管 を 設 置 す る 。  
オ   換 気 扇 の あ る 施 設 で は 、 換 気 扇 の 点 検 を し 、 強 風 の 間 、 換 気 扇 を 回

す よ う に す る 。  
カ   作 物 が 入 っ て い な い ビ ニ ー ル ハ ウ ス は 、 被 覆 資 材 を は ず し た り 、 巻

き 上 げ た り し 、 パ イ プ ハ ウ ス 本 体 の 被 害 を 防 ぐ 。  
キ   直 撃 若 し く は 台 風 の 目 が 西 側 を 通 過 す る よ う な 場 合 は 、 相 当 の 強 風

が 予 想 さ れ る の で 、 パ イ プ ハ ウ ス 本 体 に 破 損 を 与 え る と 考 え ら れ る 場
合 は 、 風 の 弱 い う ち に マ イ カ ー 線 を 切 っ た り 、 ビ ニ ペ ッ ト を は ず し ビ
ニ ー ル 等 の 被 覆 資 材 を 除 き 、 パ イ プ ハ ウ ス 本 体 を 守 る 。 強 風 時 に 作 業
し な い 。  

 
（ ２ ） 事 後 対 策  

１ ） 露 地 野 菜  
ア   ほ 場 に 雨 水 が 停 滞 し て い る 場 合 は 、 早 急 に ほ 場 の 排 水 に 努 め る 。  
イ   折 損 し た 葉 や 茎 を 除 去 と 浸 水 部 分 を 清 水 で 洗 っ た 上 で 必 要 な 場 合 は

適 切 な 薬 剤 散 布 を 行 う 。 作 物 が 倒 伏 し て い る 場 合 に は 、 速 や か に 引 き
起 こ し 、 必 要 に 応 じ て 誘 引 や 結 束 等 で 固 定 す る 。  

ウ   作 物 の 回 復 を 図 る た め 、 土 寄 せ 、 追 肥 、 液 肥 の 葉 面 散 布 等 に よ り 生
育 の 回 復 に 努 め る 。  

エ   生 育 初 期 に 被 害 を 受 け た 場 合 に は 、 予 備 苗 に よ る 植 え 換 え や 再 度 播
種 を 行 う こ と で 被 害 の 軽 減 を 図 り 、 被 害 が 著 し い 場 合 に は 他 の 品 種 ま
た は 作 物 に 転 換 す る こ と も 検 討 す る 。  

オ   果 菜 類 で は 、 根 傷 み に よ る 草 勢 低 下 を 防 ぐ た め 、 摘 果 や 若 ど り に よ
り 着 果 負 担 を 軽 減 す る こ と 。  

カ   天 候 が 急 激 に 回 復 し た 後 は 、 強 日 照 に よ り 作 物 に 萎 凋 な ど の 高 温 障
害 を 生 じ や す い の で 土 壌 の 乾 湿 状 態 に 注 意 し な が ら 敷 き わ ら 等 で マ ル
チ し 、 土 壌 の 過 乾 燥 を 避 け る 。  

キ   潮 風 害 を 受 け た 場 合 に は 、 灌 水 装 置 を 活 用 し て 作 物 の 洗 浄 を 行 う 。  
２ ） 施 設 野 菜  

ア   大 き な 被 害 が な い 場 合 で も 、 必 ず 施 設 の 点 検 を 行 う 。 ビ ニ ー ル ハ ウ
ス 等 で は マ イ カ ー 線 の 緩 み や 押 さ え の ラ セ ン 抗 、 鉄 筋 な ど の 緩 み 等 を
再 点 検 す る 。  

イ   破 損 し た 施 設 に つ い て は 、 早 急 に 復 旧 に 努 め る 。  
ウ   施 設 野 菜 で 施 設 内 に 水 が 侵 入 し た 場 合 に は 、 換 気 を 十 分 に 行 い 土 壌

の 乾 燥 を 図 る と と も に 、 施 設 内 の 湿 度 を 下 げ 、 病 害 の 発 生 を 防 止 す る
こ と 。  

エ   天 候 が 急 激 に 回 復 し た 後 は 、 強 日 照 に よ り 作 物 に 萎 凋 な ど の 高 温 障
害 を 生 じ や す い の で 、 フ イ ル ム を 巻 き 上 げ 換 気 を 徹 底 す る と と も に 遮
光 ネ ッ ト で 被 覆 す る 。  

オ   病 害 虫 の 発 生 が 懸 念 さ れ る 場 合 は 、 必 要 に 応 じ て 薬 剤 散 布 を 行 う 。  
カ   潮 風 害 を 受 け た 場 合 に は 、 灌 水 装 置 を 活 用 し て 作 物 の 洗 浄 を 行 う 。  
キ   施 設 園 芸 共 済 等 に 加 入 し て い る 場 合 は 、 事 故 後 、 現 地 確 認 の た め 、

農 業 共 済 組 合 へ 速 や か に 連 絡 す る 。  
 
 
 
 



 

２ － ４ 果 樹  
（ １ ） 事 前 対 策  

ア   果 樹 棚 を 点 検 し 、 周 囲 線 や 控 え 線 な ど の 老 朽 箇 所 の 補 強 を 行 う 。 ま
た 、 ら せ ん 型 ア ン カ ー 等 を 埋 め 込 み 番 線 や ロ ー プ で 棚 線 と 結 束 し 、 果
樹 棚 の 上 下 動 を 抑 制 す る 。  

イ   枝 が 大 き く 揺 れ る と 枝 折 れ の 原 因 に な る の で 、枝 の 結 束 を 行 っ た り 、
支 柱 を 強 化 す る 。  

ウ   太 い 枝 の 支 柱 を 点 検 し 、 弱 い と こ ろ は 補 強 す る 。 特 に 、 高 接 ぎ し た
樹 は 接 ぎ 木 部 か ら 折 れ や す い の で 支 柱 を 添 え て 誘 引 す る 。  

エ   収 穫 可 能 な 果 実 は で き る 限 り 収 穫 し て お く 。 た だ し 、 農 薬 使 用 基 準
（ 散 布 か ら 収 穫 ま で の 経 過 日 数 ） に 留 意 す る 。  

オ   防 風 ネ ッ ト の 補 強 に 努 め 、 葉 ず れ 等 に よ る 傷 果 の 発 生 を 減 ら す 。  
カ   雨 水 が 速 や か に 園 外 に 流 れ る よ う 、 排 水 溝 、 排 水 口 の 点 検 を す る 。  
キ   反 射 シ ー ト 等 の フ ィ ル ム を マ ル チ し て い る 場 合 は 事 前 に 十 分 に 固 定

す る こ と 。  
ク   一 部 被 覆 ポ リ 等 の た る み を 点 検 し て 緩 ん で い る と こ ろ は し め 直 す こ

と 、 台 風 の 程 度 に よ っ て は 、 棚 の 倒 壊 を 避 け る た め 撤 去 す る か 切 れ 目
を 入 れ て 棚 の 保 護 を 優 先 す る こ と 。   

ケ   台 風 の 進 路 に よ っ て 潮 風 害 が 予 想 さ れ る 場 合 は 、 除 塩 の た め の 水 源
を 確 保 す る 。  

コ   土 砂 崩 れ の 可 能 性 が あ る 場 合 は 、 シ ー ト で 地 面 を 覆 う 。  
      
（ ２ ） 事 後 対 策  

ア   雨 水 が 停 滞 し な い よ う に 、 一 刻 も 早 く 園 外 に 排 水 す る 。  
イ   裂 け た 枝 は 早 め に ビ ニ ー ル テ ー プ か ひ も で 結 束 し 、 折 れ た 枝 は 切 り

戻 し て 、 塗 布 剤 で 切 り 口 を 保 護 す る 。  
ウ   倒 伏 樹 の 引 き 起 こ し は 根 の 再 切 断 を 生 じ る 危 険 性 が あ る の で 、 倒 れ

た ま ま  支 柱 に よ っ て 樹 体 を 保 護 す る 。 な お 、 幼 木 や 若 木 の 場 合 は 、
根 元 に 土 を 盛 り 、 安 定 さ せ る た め 踏 み つ け る 。  

エ   落 ち た 果 実 や 枝 上 の 腐 敗 果 は 病 害 虫 の 発 生 源 と な る の で 、 集 め て 処
分 す る 。  

オ   台 風 通 過 後 に 病 害 の 多 発 す る お そ れ の あ る 樹 種 （ カ ン キ ツ 、 モ モ 、
ブ ド ウ 、 イ チ ジ ク 等 ） に つ い て は 、 で き る だ け 早 く 殺 菌 剤 の 散 布 を 行
う 。  

カ   潮 風 害 を 受 け た 場 合 は 、 6 時 間 以 内 に 十 分 量 （ 2～ 3t/10a） の 散 水
を 行 い 、 葉 内 へ の 塩 分 の 浸 透 を 防 止 す る 。  

 
２ － ５ 花 き  
（ １ ） 事 前 対 策  

ア   園 芸 施 設 に つ い て は 、 施 設 周 囲 の 清 掃 に よ り 飛 来 物 に よ る 損 傷 を 防
ぐ ほ か 、 フ ィ ル ム の 取 付 金 具 を 点 検 し 、 抑 え ひ も を 固 定 す る 。 ま た 、
フ ィ ル ム が 破 れ て い た り す る 場 合 は 補 修 し 、ハ ウ ス は 閉 め 切 っ た 上 で 、
換 気 扇 を 作 動 さ せ て 内 部 を 陰 圧 に す る 。可 能 な 場 合 は フ ィ ル ム を 外 し 、
施 設 に 被 害 が お よ ば な い よ う に す る こ と も 検 討 す る 。  

イ   露 地 栽 培 の 草 丈 の 低 い 花 き に つ い て は 、 可 能 な 場 合 は 寒 冷 紗 等 で 被
覆 し 、 風 で 飛 ば さ れ な い よ う に 固 定 す る 。 草 丈 が 高 く 支 柱 を 立 て て い
る 花 き に つ い て は 、 支 柱 の 点 検 ・ 補 強 を 行 う 。  

ウ   コ ン テ ナ 栽 培 の 花 木 等 は 強 風 に な る 前 に 、 一 方 に 倒 す こ と  
エ   ほ 場 周 り の 排 水 溝 の 点 検 を 行 い 、 雨 水 の 排 水 に 努 め る 。  

 
（ ２ ） 事 後 対 策  

ア   冠 水 又 は 浸 水 の 被 害 を 受 け た ほ 場 に お い て は 、 速 や か な 排 水 に 努 め
る と と も に 、 倒 伏 し た  

株 を 早 急 に 立 て 起 こ し 、 茎 や 花 穂 の 曲 が り を 防 ぐ 。  
イ   折 れ た 茎 葉 の 除 去 、 適 切 な 薬 剤 防 除 等 に よ り 、 病 害 の 発 生 抑 制 に 努

め る 。 被 害 株 に つ い て は 、 可 能 な も の は 整 枝 剪 定 や 株 の 更 新 に よ っ て



 

生 育 の 回 復 を 図 る 。  
ウ   天 候 が 回 復 し た 後 、 被 覆 資 材 、 支 柱 、 防 虫 ネ ッ ト 等 の 栽 培 施 設 や 資

材 の 点 検 及 び 修 復 を 行 う 。 ま た 、 自 動 灌 水 装 置 や 内 張 装 置 等 が あ る 場
合 は 、 速 や か に 作 動 の 点 検 を 行 う 。  

エ   潮 風 害 を 受 け た 場 合 に は 、で き る 限 り 速 や か に 散 水 に よ り 除 塩 す る 。
ま た 、肥 料 が 流 亡 し た 場 合 は 、土 壌 分 析 を 実 施 し 、適 正 量 を 施 用 す る 。  

オ   園 芸 施 設 に つ い て は 、 天 候 が 回 復 し た 後 は 、 ハ ウ ス 内 温 度 が 急 上 昇
し 、 高 温 障 害 を 生 じ や す い の で 、 フ ィ ル ム 巻 き 上 げ 等 の 換 気 操 作 や 、
必 要 に 応 じ て 遮 光 対 策 を 行 う 。  
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